
　全港湾第５５期中央労働講座の級長として、参加さ
れた皆の気持ちをまとめて代弁させていただきます。ま
ず、今回集結したメンバーは、強烈な個性と人を思い
やる協調性を兼ね備えた最高の仲間でした。一見怖そ
うな人やおとなしそうな人、ふざけているのかなと思う
人、実に多様性に富んだ人種が揃いました。職種の違
いから考え方、価値観、物事への目線、あらゆる個性
がそこにはありました。それでも、家族や仲間を思いや
る気持ちは、みんな共通して非常に強いものを感じま
した。ゆっくり会話が出来たのは数人だけかもしれませ
んが、どなたも家族や仲間の話をしている時の目には、
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力強さと優しさが宿っており、大変勉強させていただ
いた上に、衝撃的な刺激もいただきました。そんな我々
はいま、偉大な先輩方が築き上げてきた伝統を守るこ
とと同時に、新しい時代のニーズに応えなくてはなら
ないという時代の変わり目を迎えております。また、我
が国がこの３０年で失ってきたものを取り返し、希望が
あった頃の日本を思い出させ、それを知らない世代に
光を見せるための運動作りも求められています。戦後
間もない１９４６年から始まった全港湾が持ち続けてい
る基本理念は、いつの時代においても置き去りにされ
るものではありません。そして、全港湾による港湾労

働の統一を目指すという思いも未来永劫、我々に課さ
れた使命であります。全港湾綱領の結びに「確固たる責
任感と強靭なる組織力を以て使命達成を期す。」とある
ように、全港湾は日本及び国際社会において、運動の
先頭に立ち続ける存在でいることを求められています。
我々は覚悟を決めなくてはなりません。第５５期のメン
バーは家族や仲間、関わる全ての人々、日本と国際社
会の発展と魅力ある港湾労働の確立のため、誰もが希
望を持ち明るい社会の中を自分らしく生きていける世
界を作るために、労働者または日本国民として自分に
課せられた使命を全うすることを誓います。
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